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星辰とは、変わるこ
とのないもの、理想

新
し
い
魅
力
の
掘
り
起
こ
し

 

宮
澤
敏
文
県
議
動
く

 

『
地
域
振
興
は
、
産
業
振
興
か
ら
、
産
業
振
興

は
人
づ
く
り
に
あ
り
、
宮
澤
敏
文
県
議
の
持
論
』

で
あ
る
が
、
著
し
い
少
子
化
で
生
徒
不
足
か
ら

11
・
12
通
学
区
の
い
ず
れ
も

100
年
高
校
の
南
安
曇

農
業
高
校
、
穂
高
商
業
高
校
、
池
田
工
業
高
校

の
3
校
を
統
合
し
「
安
曇
野
総
合
技
術
高
校(

仮

称)

」
を
と
長
野
県
教
育
委
員
会
は
提
案
し
て
い

る
。

　

富
士
電
機
な
ど
中
信
労
協
参
加
企
業
と
の
連
携

等
で
、
も
の
づ
く
り
現
場
を
熟
知
す
る
宮
澤
県
議

は
、
企
業
が
望
む
「
高
校
生
の
就
職
者
の
た
め
に

専
門
力
や
英
会
話
を
習
得
す
る
教
育
の
実
施
」
を

本
会
議
等
で
幾
度
も
熱
く
論
じ
て
き
た
。

　

長
野
県
で
は
、
北
信
に
長
野
高
専
が
、
東
信
と

南
信
に
県
立
工
科
短
大
が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
唯
一
中
信
に
は
高
等
専

門
教
育
機
関
が
な
く
、
松
本
地
区
安
曇
大
北
地
域

の
も
の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す
る
高
等
教
育
の
専

門
学
校
の
設
置
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　

東
京
都
や
滋
賀
県
で
は
工
業
高
校
の
統
廃
合
の

際
、
専
門
力
を
上
げ
、
も
の
づ
く
り
の
希
望
者
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
「
中
学
校
か
ら
5
年
間
学
ぶ

専
門
性
の
高
い
も
の
づ
く
り
教
育
」
で
募
集
生
徒

増
を
実
現
し
た
。

　

長
野
県
米
を
考
え
る
会
長
の
宮
澤
敏
文
県
議
は
、

コ
メ
の
産
地
松
川
村
に
、
「
コ
メ
年
間
９
０
０
０

俵
を
使
用
し
、
こ
ん
に
ゃ
く
粉
と
ミ
ッ
ク
ス
し
製

造
す
る
米
粉
工
場
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。

　

10
年
前
に
廃
業
し
た
「
松
川
村
ハ
ロ
ー
安
曇
野

の
再
利
用
を
な
に
か
」
と
の
村
関
係
者
か
ら
活
性

化
の
依
頼
を
受
け
て
1
年
間
、
各
方
面
に
調
整
し
、

こ
の
度
、
蒟
蒻
加
工
の
企
業
、
大
手
食
品
企
業
と

連
携
し
、
地
元
北
ア
ル
プ
ス
内
の
生
産
農
家
が
参

加
す
る
新
企
業
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
フ
ァ
ー
ム
㈱
が

創
立
さ
れ
、
米
粉
の
製
造
、
キ
ム
チ
等
の
漬
物
、

リ
ン
ゴ
果
汁
の
製
造
工
場
設
置
に
向
け
て
着
々
と

動
き
出
し
た
。

 

「
ひ
と
山
が
崩
れ
、
土
石
流
は
麓
の
集
落
を
の

み
込
み
、
23
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
明
治
44
年
8
月

8
日
浦
川
の
大
災
害
。
自
然
の
猛
威
と
そ
こ
か
ら

始
ま
る
住
民
の
生
命
生
活
を
守
る
砂
防
事
業
の
取

り
組
み
を
砂
防
県
長
野
県
と
し
て
後
世
に
残
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
」
と
公
式
の
場
で
初
め
て
、
宮
澤

敏
文
県
議
は
令
和
3
年
11
月
県
議
会
で
知
事
や
建

設
部
長
に
提
案
し
た
。

　

そ
の
後
地
元
小
谷
村
や
砂
防
関
係
者
と
作
家
幸

田
文
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
た
3
大
崩
れ
の
富
山
県
の

と
ん
び
山
崩
れ
、
静
岡
県
の
大
谷
崩
れ
を
視
察
研

究
し
、
11
月
宮
澤
県
議
、
中
村
小
谷
村
長
が
呼
び

か
け
人
と
な
り
、
検
討
委
員
会
が
動
き
出
し
た
。

ま
と
め
役
に
は
本
会
議
答
弁
者
の
田
下
当
時
建
設

部
長
が
就
任
。
国
土
交
通
省
、
長
野
県
、
小
谷
村

の
代
表
か
ら
な
る
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
砂
防
事

業
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

20 年前に宮澤県議の提案でスタートした北アルプス

山麓ブランドは『食の王国北アルプス山麓づくり』を

かかげ、海外物産展、誘客対策のスィーツ、米消費拡

大のためのこめカレーなど新たな挑戦 !!

「
小
谷
村
の
悲
願
」前
進

日
本
3
大
崩
れ
稗
田
山
の

教
訓
を
歴
史
残
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト

松
川
村
や
北
ア
ル
プ
ス
山

麓
の
水
田
と
農
業
を
守
る

宮
澤
県
議
の
労
苦
が
実
る

北アルプス山麓ファーム㈱と村との会議（村庁舎）

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
安
曇
野
に

県
立
も
の
づ
く
り
高
等
教
育

施
設
を
池
田
工
高
な
ど
に

今
も
松
本
砂
防
事
務
所
の
無
人
機
械
で
の

工
事
が
続
く
（
小
谷
村
稗
田
山
）

3 年目をむかえた池田工業生徒の IT 専門授業

（学校法人日本アルプス国際学院）
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医
療
機
関
の
連
携
で
、
県
内
ど
こ
に

住
ん
で
も
適
正
な
が
ん
治
療
が
受
け
ら

れ
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
、
長
野
県
が
ん

対
策
推
進
条
例
を
議
会
提
案
で
制
定
し

て
か
ら
9
年
が
過
ぎ
た
。

　

条
例
制
定
を
ま
と
め
た
宮
澤
敏
文
ガ

ン
対
策
議
連
会
長
は
「
が
ん
を
な
く
す

県
民
運
動
が
大
切
」
と
県
民
が
が
ん
に

つ
い
て
考
え
る
「
が
ん
と
向
き
合
う
週

間(

10
月
15
日
か
ら
1
週
間)

を
全
国

で
初
め
て
設
け
た
。
今
年
度
は
長
野
朝

日
放
送
と
協
力
し
、
松
本
大
学
菅
谷
学

長
を
特
別
講
師
に
テ
レ
ビ
で
県
民
に
呼

び
か
け
た
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
療
法
な
ど
が
ん
治

療
が
大
き
く
前
進
す
る
中
で
、
自
ら
も

が
ん
家
族
だ
っ
た
宮
澤
県
議
は
「
同
じ

　

多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
を
育

て
、
白
馬
山
麓
を
世
界
の
山
岳
観
光
村
を
築

い
た
人
材
を
育
成
つ
づ
け
る
白
馬
高
校
が
70

周
年
を
迎
え
る
。

　

私
に
と
っ
て
も
30
年
近
く
の
間
、
魅
力
あ

る
白
馬
高
校
を
つ
く
る
検
討
委
員
会
長
な
ど

白
馬
高
校
に
関
わ
っ
て
き
た
。
10
年
前
、
県

教
育
委
員
会
の
統
廃
合
規
程
「
2
年
続
け
て

160
名
を
切
る
創
立
来
最
大
の
危
機
」
を
白
馬

村
太
田
村
長
や
小
谷
村
松
本
村
長
と
文
部
科

学
省
へ
の
訪
問
、
私
学
化
も
視
野
に
入
れ
て
、

幾
度
も
観
光
学
部
を
持
つ
東
海
大
学
な
ど
大

学
に
伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

白
馬
高
校
創
立
70
周
年

心
か
ら
お
祝
い
し
ま
す
。

宮澤敏文県議の一日
（9 月 14 日）

 5:00 起床　パソコンの

　 　  WEB 受信のチェク

　 　  と対応

 6:15 散策の後アスパラ

畑農作業

 9:00 白馬山麓を中心と

した「食の王国北

アルプス山麓」ス

ウィート会議（大

町合庁）

10:00 北アルプス育ち in

首都圏の誘客訪問

日程会議（楽天ト

ラベル、日本旅行

本社等訪問と説明

資料対策）

10:40 北アルプス山麓ブ

ラ ン ド「 コ メ の

消 費 拡 大 こ め カ

レー」の実施会議

「コメ＋新農産物

委員会」の進め方

と松川村の米粉加

工・漬物・果汁工

場 に 関 す る 会 議

（松川村再生協・

大北農振協議会）

11:50  池工・南農・穂商

の再編提案につい

ての対応会議（池

田工業校長他・池

工校舎）

13:30  町長からの諮問、

提案を含め、委員

長として「第２回

池田町農業振興協

議会」を進める

　　　　（池田町役場）

16:00  大手スーパー（裕

毛屋）社長と農産

物栽培と売上会議

　　　 （池田町社口原）

16:40  ベンツ社キャンピ

ングカー総代理店

社長と北アルプス

地域の導入とその

ための準備会議

　　　　（事務所）

17:20  日本旅行本社営業

顧問との池田町立

美術館指定監理の

準備会議（学院）

18:20 松 本空港チャー

ター便担当者と中

国・台湾・香港・

韓国への働きかけ

と白馬小谷地域の

ホテルとの連携に

向けた会議

　　　　（事務所）

　

県
議
会
本
会
議

で
、
阿
部
知
事
、

文
科
省
出
身
の
伊

藤
教
育
長
ら
の
支

援
も
取
り
付
け
て
、

「
生
徒
を
全
国
募

集
す
る
国
際
観
光

学
科
を
設
置
」
の

新
た
な
存
続
の
た

め
の
基
本
計
画
を

村
長
、
亡
き
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
富
原
氏
ら
の

助
言
を
頂
き
な
が

ら
、
県
教
育
委
員

会
と
と
も
に
創
り

上
げ
た
。

 「北アルプス山麓へお客さんを」と日本旅行本

社を訪問した宮澤県議と同社取締役常務吉田執行

役員らと親しく懇談した。北アルプス地域や大糸

線利用の旅行企画のお願いの後、池田町立美術館

の指定監理協議会への参加を含め、有意義な時間

となった。

　池田町の農業経営者は平均年齢 72 才で、規模は 2ha

以下でほとんどが赤字経営である。水田農家が 70％を越

え、22％のワインぶどう以外は他の農産物がない現状である。

　県が 2.5 億円サポートした坂下社口原地区の栽培も厳し

く、新しい農業経営が必要とされている。「今後、町内農業

者の意見要望を聞きながら、長野県下初の法人経営を検討

していく」と宮澤県議は決意を述べた。

左から恵崎日本旅行営業顧問・宮澤県議・吉田常務・

山本部長・安原次長　（日本旅行本社役員応接室）

北アルプス山麓へ誘客 !!

池
田
町
の
農
業
の

立
て
直
し
に
動
く

米中心ながら土作りのため酪農を取り入れ複合

経営を目指す上越市グリーンファーム清里を視察

悩
み
を
持
つ
、
が
ん
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
互
い
に
前
向
き
な
生
活
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

信大病院がんセンター所長・宮澤ガン

対策議連会長らとの意見交換（信大）

がんと向き合う週間 オンラインで訴える

　

学
校
継
続
は
、
す
べ
て

の
賛
成
で
は
な
か
っ
た
。

現
に
当
時
の
こ
と
を
振
り

返
り
太
田
村
長
は
、
当
時

S さん

教
育
委
員
会
の
担

当
者
か
ら
、
「
長

続
き
は
し
な
い
と

思
い
ま
す
よ
。
」

と
い
わ
れ
た
と
話

す
。

　

今
年
も
「
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
知

恵
と
汗
」
の
授
業

を
持
っ
た
。
し
っ

か
り
と
し
た
受
講

態
度
で
、
素
晴
ら

し
い
生
徒
さ
ん
で

あ
る
。
少
子
時
代
白
馬
高
校

の
将
来
を
改
め
て
白
馬
の
峰

に
祈
る
。

長
野
県
会
議
員　

宮
澤
敏
文

９月の授業の後、JR 松本駅で宮澤県議・丸山村長らと

ともに、ブランド品を販売し、消費者マインドを学ぶ。


